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12 年と築後 30 年前後に発生する傾向にあり、家族の変化の時期と住まいの物理的劣化への対処の時期が
重なっていることを確認している。また、築年数が長く増築規模の大きい住まいでは累積支出は大きく、
住み手は建替え費との比較により、築 30 年前後に現在の住宅に継続して住むか否かを判断していること、
リフォーム費用のうち修繕費は、増改築費との比率に幅があるものの、概ね月額 15,000～17,000 円である
ことを明らかにしている。更に、リフォーム工事の依頼先は、複数・多様であり、住み手が継続・専属的
な工事業者を得ているとは言えず、建築士等の専門家が関わる仕組みが必要であると述べている。 
第五章では、木造の小規模な住宅は、建築関連法令において法令遵守を求められるのみで、有資格者の
関与がなくても建築行為が可能となるなど、規制が緩いのが実情であり、住み手はリフォームに際して様々
な意志決定のプロセスを経ているが、その過程で専門家の関わりが少ないこと認めている。新築時のロー
ン償還期間と子育て費用が増大する時期とは重なりやすく、住まいの入手やリフォーム時に資金繰りに苦
慮する実情を確認している。 
第六章では「結論」として、需要者側にたった有益な住宅リフォームのあるべき方向性を提案している。
すなわち、住み手と専門家の役割を明確にし、住み手ができる住まいの管理計画モデルと、新築後 12 年と
30 年の建築士による住まいの法令点検といった制度や、ライフステージに沿った資金調達支援策など住宅
の性能を担保できる制度の整備を提案している。 
本研究は、自ら建築士として設計・工事監理を行なった耐震化に伴う木造戸建て住宅リフォームを
主な対象に、家族の暮らしを丁寧に聞き取るとともに、住宅リフォームの履歴を一つひとつ丹念に詳
らかにし、その分析と検証を綿密に実施し取りまとめた労作である。この研究により、木造戸建て住
宅の物理的な経年劣化の状況が確認され、家族のライフステージやライフスタイルの変化に伴うリフ
ォームの実態、その意思決定の状況が明らかにされた。特に、これまで、入手し難かったリフォーム
費用の累積調査の分析から資金計画を提案するなど、本研究の独創性は非常に高く評価できる。なお、
審査委員会では、原資料の事実とヒアリングによる推定を書き分けるようにと指摘があったが、得難
い貴重な資料であり、今後の住宅リフォームの普及に大きく役立つものと期待を寄せている。 
 以上より、審査委員会は、研究課題としての重要性、研究手法の妥当性、分析・考察の深さ・的確
性、さらに、独創性について審査した結果、本論文は、全てにおいて高く評価でき、博士（学術）授
与に十分値すると全員一致で判断した。 
 
